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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞

・六角堂祭への参加利用者様3名を3/26までに決め、小嶋SGMへ報告すること。
　⇒デイケア:佐羽内様　の他は未定　デイナイトケア利用者様に声をかけてみる。

・GWの行事（4/30、5/3、5/4）について、3/27のカンファレンス内で報告すること。

・春の会の案内が掲示されているので、勤務以外の不参加届はSGM、AOMの確認後に4/6（金）までに精神領域は庶務吉田勝子さんに提出すること。勤務の不参加届は勤務表が発表になり次第提出すること。

［研修］
・3/25（日）　外部研修　若年認知症フォーラム　　場所：ユートリー

・3/28（水）　外部研修　認知症セミナー　　場所：八戸パークホテル

［提出物］

・疾患別診療計画書：医師の評価が必要な利用者様分は3/28までに作成し、医師の評価をもらってから、利用者様に説明し、サインをもらう。医師の評価が必要ない利用者様分は、利用者様からサインをもらい、どちらも4/7までにアップロードすること。

＜利用者情報＞

デイケア
・高柳　和子　様～本人より電話があり、体調が優れないため欠席したいとのこと。夜に眠れないため体調が悪いことを話している。お金の心配等色々考えて眠れないと話し、主治医に相談したら、体調が悪いなら1ヶ月デイケアを休んで良いと言われたと話している。それでも次週利用日には体調を含め電話が欲しいことを伝えると了承している。なお、診察記録を見る限りでは、体調不良に伴う欠席の許可は1ヶ月ではなく１週間となっている。上記内容を青明舎に情報提供している。
・大下　伸治　様～来所後不調の訴えあり、家に帰って休みますと話してくるため、静養室で休んで様子を見るよう話すと、静養室で30分ほど休むと戻ってくる。体調について尋ねると、休んだら良くなったと話し、その後のプログラムに参加している。その後も不調の訴えは聞かれていない。

・曽我　泰庸　様～来所時間になっても来所せず、電話をすると、「寝坊したから休みます」と話し、デイケア欠席している。明日も利用日であることを伝え、来所するよう促す。
デイナイトケア

・鈴木　真知子様～青風荘より情報提供があり、昨日の来所前に姉様に電話していたが、帰荘後も電話要求が聞かれている為、電話の掛け過ぎは良くないことを説明したとのこと。また、外出要求が聞かれているため、所在に注意してほしいとの申し送りがある。本日は、しかめ顔をしているが、声掛けに明るい声で返答しており外出要求は聞かれていない。
・倉石　ヨシエ様～青風荘より情報提供があり、帰荘時、右腰の痛みの訴えがあり、湿布にて対応している。部屋に戻る際も階段を這うようにして上ることがあったとのこと。来所してからも、「ここ痛い」と右腰の痛みを訴え、歩行はゆっくりと歩くこと出来ている。夕食前、歩行状態が安定しないため、腰の状態について確認すると、「歩行時、痛くて歩けない」と話しており、スタッフと一緒に移動している。帰荘時は歩行状態が安定し自ら歩行することが出来ている。上記内容を青風荘に情報提供して、今後も様子を観察していく。

・馬渡　武光　様～青風荘より情報提供があり、月曜日と火曜日にプログラム中に飴玉を食べていた件については、振り返りを行い、「もう青陽館には持って行かない」と話していたとのこと。来所後は、他メンバーより、更衣を行う様に促されている為、スタッフより声掛けすると「なんも大丈夫だ」と話している。他メンバーへ用事があり来所した青風荘スタッフより、再度更衣を促されると渋々応じられている。上記内容を青風荘に情報提供し、今後も様子を観察していく。

・古川　富蔵　様～青風荘より情報提供があり、「胸が苦しい。肺癌かもしれない」と訴えている。痛みは、1～2か月前から続いているとのことで、辛い時にはスタッフに話してほしいことを伝えているとのこと。本日は、胸の痛みについて尋ねると「呼吸が苦しい。もう4ヶ月になる。気付いたのは去年の暮れだもの」と話している。煙草の本数が増えたことを指摘すると、「やめようとしたら増えてしまった」と苦笑いしている。上記内容を青風荘に情報提供している。

・大下　良悦　様～昨日まで風邪症状がみられており、デイナイトケア欠席となっていたが、本日は、来所時から36℃台で経過している。昼食は全量摂取しており、体調については、「大丈夫です」と話し、プログラムにも問題なく参加することができている。今後も様子を観察していく。

・吉田　富秋　様～青風荘より情報提供があり、発熱なく経過しており、風邪症状も見られていないとのこと。

・岩城　敏夫　様～青風荘より情報提供があり、発熱なく経過しており、風邪症状も見られていないとのこと。

・袴田　淑子　様～青風荘より情報提供があり、発熱なく経過しており、風邪症状も見られていないとのこと。

ナイトケア

・村上　元道　様～3/21（水）の来所時に、体調について質問すると体調不良は特にないとのことで、昨日話していたイライラ感についても問題ないとのこと。引き続き様子を見つつ、不調を感じた際には無理せず相談するよう促している。ナイトケアではスタッフや利用者と交流しながら過ごしており、相手に対し強い口調で話すことがあるが、トラブルなく会話している。

＜弥生祭りの振り返り＞

・しおり作り⇒アイロンの近くに利用者様がいて危険な感じがした。また、アイロン掛けは火傷等をしない様、全部スタッフが行ったが、できそうな利用者様もいたと思われるため、次回は安全確認をしながら、利用者様が行っても良いと思われる。また、出来上がったしおりをハサミで切る作業は出来ると思われる。一人2～3枚作っていたが、リボンを結ぶのがデイケアの利用者様は出来ていたが、デイナイトケア利用者様では、鈴木真知子様以外は難しく、スタッフが手伝っていた。

・カラオケ⇒デイナイトケアで行っていたが、午前中はほとんど津嶋イチ子様と鈴木真知子様が歌っていて、午後からは他の利用者様も参加し、楽しんでいた様であった。

・DVD鑑賞⇒利用者様の希望で、『千と千尋の神隠し』を見たが、集中してみていた。

・アンケート⇒デイナイトケアでは、質問文がわかりにくく、説明をしないと記入できない利用者様が多く、1対1での対応も必要と思われた。質問文を具体的な表現にするなどの工夫が必要ではないか。

・茶話会⇒デイケアでは行事でよかったものについて、クリスマス会（ビンゴ含む）、お花見、バーベキューがあがっていた。来年度もやりたいとの希望がある。

・おやつ（桜餅）⇒刻み対応しており、食べやすそうで、喉つまりする利用者様はいなかった。おいしいとの感想が聞かれていた。

・デイケア利用者：板橋政勝様～アンケートについて「特にない。それよりもうみねこ幸房が閉まることが困る。昼食の味付けが自分にとても合っていて残念だ。」と話している。

・昔遊び⇒希望者が少なく、おはじきを小野寺ノリ様が行っていた。

＜事例検討会＞

カンファレンスシート（　成田　早希　様　）

実施日：H30年3月22日（木）13：30～14：00

　　　　　　　　参加者：斎藤、工藤、馬場、藤田、柴崎、石橋

検討内容目標・計画の見直し

	氏名
	成田　早希　様
	性別
	女
	年齢
	25
	生年月日
	H4.10.15

	主病名
	非定型精神病・適応障害
	合併症
	なし

	治療方針（医師の指示）
	薬物療法･精神療法を継続して行い、症状の安定化を図る。

	本人希望
	就労継続支援Ａ型を継続させて、今後一般就労をしたい。

	家族希望
	本人の無理のないように、ゆっくり仕事を進めて欲しい。

	入院歴
	計　1　回（最終：H26.7.2～H26.10.15）

	通所歴
	1回目

※今回：H26.11.7～現在　（月1回/水曜日）

	その他サービス利用
	青明舎（不定期）

就労継続支援事業所A型「クローバーズ・ピア八戸南」

	· 住居：自宅（2階建ての一軒家）

1F部分では父が生活しており、

2Fで母、本人、妹が生活している。
	家族構成








	利用制度
	＊自立支援医療費制度　受給中(上限額: 10000円)
＊障害年金　2級（19万円程/2か月）
＊精神手帳　2級


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	現在の生活を維持し、一般就労を目指す。
	①作業能力向上を目指す。仕事をする上でのストレス対処法を身に付ける。
	①自己の作業能力を把握し、苦手なことに関しては学習する。困ったこと悩んでいることがある時には自分から相談し対処できるようになる。
	1 作業力面（注意、指示理解、集中力など）に意識を向け、作業を行っていくために、スタッフは作業評価を行うとともに就労に関して本人と面談していく。不安なこと困ったことがある時には相談するために、スタッフは本人の思いやストレスを傾聴し、解決策を見出せるよう助言する。

	
	②体力向上・減量のため運動を行う。
	2 体重70kgを目指す。
	3 運動プログラムに積極的に参加し身体を大きく動かすために、スタッフが声を掛ける。バランスの良い食事を心掛け、ご飯の量や間食量を減らしていくためにスタッフは振り返りを行い、助言する。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応

	①自己の作業能力を把握し、苦手なことに関しては学習する。困ったこと悩んでいることがある時には自分から相談し対処できるようになる。
	デイケアの作業療法では、取り組むことなく他者と交流していることが多く見られている。
就労継続支援A型「クローバーズ・ピア八戸南」（5～6回/週）を利用しており、仕事内容は、枕の本体やカバー作りを行っている。困っていることや悩んでいることは自ら相談出来ており、対処法をスタッフと一緒に考えることが出来ている。
	本人の出来ていることは継続して出来るように声掛けを行っている。
自分の目標とする仕事をするために足りないことを把握するための面談を行う。

	②体重75kgを目指す。
	現在は体重77～78kgであるとのこと。
運動はほとんど行っていないとのこと。
毎日のように間食をしているとのことで、運動をする回数を増やしていくこととしている。
	運動をする機会を増やす。間食の量を減らしていく。


来週の来所時に本人と面談を行い、今後介護の仕事をするために足りないことを分析して、目指している仕事をできるための目標を設定していく。

